
（別添４２－４）

令和 8 年 3 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

住　所 北九州市八幡西区町上津役東１丁目３番３７号２階 管理者名 中野　岳登

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 アラカルト　就労継続支援Ａ型 事業所番号 4016702195

Aさん：働くことの意味や将来の目標について考える機会となって、業務に対する意欲も高くなった気がします。

Bさん：目標を持つことで自身に繋がりました。

Cさん：仕事と生活のバランスを意識して、体調管理を行い安心して働くことができるようにしていこうと思います。

連携先企業（担当者） 住宅型有料老人ホームあんしん館　施設長：藤原

利用者からの意見・評価

電話番号 093-614-8123 対象年度 令和７年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

働くことの意義を理解し、将来の目標を明確にするととも

に、仕事と生活の調和を図りながら、安定した就労継続と段

階的な能力向上につなげる。

自分に合った働き方を考える機会となり無理のない就労継続

につながる。

働く意義や将来の目標に対する理解が深まり、業務への意欲

向上が見られた。仕事と生活のバランスを意識することで体

調管理の改善が図られ、自身の課題に前向きに取り組む様子

も見られ安定した就労継続につながった。

将来目標の具体化や自己理解の深化には個人的な差が見られ

る為、継続的な面談や振り返りの機械を充実させる必要があ

る。仕事との生活のバランスを維持しながら、長期的視点で

のキャリア形成支援を強化していくことが課題となる。

活動場所：住宅型有料老人ホームあんしん館　２階

実施日程：2026年2月19日

【働く】を課題とし、今までの考え方やこれからの考え方に

ついて意見を聴取し学んだ

参加利用者：３人

皆さん、質問するとしっかりとした意見があり良い意見交換が出来ました。居室数が多くありお客様によって大変な居室も

あると思います。一般就労に近い形で業務をこなしてもらってますが、その中でも楽しいことや嬉しいこともあります。先

入観やイメージだけで決めず、先ずやっていく中で自身のやりがいを見つけていき、ワークバランスを作っていきましょ

う。

様式２


